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１．はじめに 

鳥類モニタリング調査は 2015 年 7 月より実施しており、本報告書は 2023 年 4 月から

2024 年 3 月までの１年間の調査結果をまとめたものです。 

調査地概要や調査方法については従来通りなので、記述を省略しました。調査地の環境変

化については、年度内に確認された環境の変化を記載しました。 

本報告書の各調査地の調査結果の中に【特記】の項を設け、興味深い観察事象について記

載しました。 

 

２．調査地 

 従来通り、15 か所の調査を行いました。 

 

３．調査方法 

従来通り、ラインセンサス法により行いました。 

  

４．調査結果 

4-1．調査地全体 

出現種類数の変化 

2023 年度は 80 種類で、調査地全体でみると表１の通り、例年と大きな変化はありませ

ん。個々の調査地についてのコメントは、各調査地の項に記載します。 

2023 年度にはトモエガモとトラフズクが新たに記録され、2015 年 7 月以降の調査によ

り、調査地全体で 118種類が記録されました。 

 

表１ 調査地別記録種類数の変化 
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出現個体数の変化 

調査地全体で出現した個体数は 11,724 羽で、調査地全体でみると表２の通り、例年と大

きな変化はありません。個々の調査地についてのコメントは、各調査地の項に記載します。 

 

表 2 調査地別記録個体数の変化 

 

 

 

4-2．大町自然観察園 

調査地の環境変化 

 2019 年から発生したナラ枯れにより、園内のコナラが枯れ、随時、伐採・撤去が行われ

ています。また、園内西側一部の斜面林の下草・低木の刈払いが行われました。これは健全

な樹林環境保持のための作業で、今後も継続して実施する予定のようです。 

調査結果 

32 種 1,278 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様で、増減の

傾向はありませんでした。 

【特記】 

・4月 4日：ヒヨドリが多く、樹林地内で良く鳴いていました。42 羽を確認しました。 

・4月 4日：カケスがオオタカの声真似をしていました。 

・5月 9日：エナガ15羽の家族群が樹木の中を移動していきました。 

・6月 8日：タヌキ1匹に出会いました。 

・10 月 20日：ヒヨドリの個体数が多く、107 羽が記録されました。渡り途中の個体が多い

ものと思われます。20羽程が、池へ飛び込むような水浴びをしていました。 

確認個体数（単位：羽）

調査地 2015年度※ 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

大町自然観察園 717           1,105        1,006        1,174        1,263        1,500        1,427        1,225        1 ,278     

大野町4丁目水田 238           181           245           156           292           363           280           75             97         

大野町4丁目ふれあい水田 394           309           401           395           274           355           644           443           216        

こざと公園 502           604           642           540           508           509           527           506           553        

大柏川第一調節池緑地 763           1,090        1,243        969           1,327        1,070        1,272        1,100        1 ,233     

柏井調整池 321           354           251           238           126           140           95             101           43         

柏井青少年の森 394           658           669           720           981           1,048        1,175        988           1 ,081     

小塚山公園 189           390           355           374           414           669           523           511           469        

堀之内貝塚公園 311           403           590           658           581           622           618           583           699        

じゅん菜池緑地 1,814        2,067        2,026        1,928        2,031        2,113        2,257        2,210        2 ,210     

国分川調節池緑地 1,186        1,132        1,670        1,536        1,768        1,186        1,595        1,292        1 ,065     

真間山・弘法寺周辺 396           583           601           787           531           570           787           517           733        

里見公園 506           800           538           752           836           921           739           798           891        

江戸川河川敷 699           1,071        1,055        733           978           855           1,250        1,092        978        

ＪＲ市川駅周辺 84             90             117           77             111           164           144           90             178        

調査地全体個体数 8 ,514     10 ,837    11 ,409    11 ,037    12 ,021    12 ,085    13 ,333    11 ,531    11 ,724    

  ※2015年度は7月より実施
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・12月 5日：カケスがオオタカの声真似をしていました。 

・1月 9日：調査地内で4羽のルリビタキが記録されました。 

・3月 17日：エナガがハンノキで巣作りをしていました。 

西側斜面の斜面林の下草・低木整理後の状態：3月 24 日 

 

 

4-3．大野町 4丁目水田 

調査地の環境変化 

 調査区域の一部が開発により環境が変化しました。開発により失われた環境は休耕地で、

一部に湿地環境が保たれた場所でした。かつてはタシギが複数羽確認された場所でもあり

ます。 

調査結果 

16 種 97羽の鳥類が確認されました。単年度の確認種類数としては最小の記録になりまし

た。個体数も調査期間中、2 番目に少ない 97 羽となりました。個体数の変動に大きな影響

を与えたのはスズメです。秋に、稲を食べに来ているスズメの群れに出会うと個体数が増加

します。 

当調査地はすべて民有地であるため、現状の環境が保持される保証はありません。調査地
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の 1/3 程の面積に開発が始まったことから、今後も確認される鳥類が減少することが予想

されます。 

【特記】 

・4月 11日：ツバメ 2羽に追われるハイタカが上空を通過しました。 

・7月 15日：スズメが稲を食べていました。 

・11月 14 日：疥癬にかかったタヌキが草地の周辺にいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイタカとツバメ：4月 11日        休耕地の開発の様子  

 

 

4-4．大野町 4丁目ふれあい水田 

調査地の環境変化 

 特に変化はありません。 

調査結果 

21 種 216 羽の鳥類が確認されました。種類数については大きな変化はありませんが、個

体数が単年度の記録の中では最小数になりました。個体数の変動に影響を与えたのがスズ

メです。 

【特記】 

・4月 11日：ツバメ 2羽が田んぼで巣作りのための泥を集めていました。 

・5月 19日：コチドリ2羽が鳴きながら飛び回っていました。 

・５月19日：ハシボソガラスが道路を渡るアオダイショウをつついていました。 

・６月２７日：コチドリ２羽が鳴きながら飛び回っていました。 

・11月 21 日：田んぼからタシギ 1羽が飛び出しました。 

・1月 9日：ヒヨドリ 10 羽がトウネズミモチの実を食べていました。 

・2月 16日：小川にニホンアカガエルの卵塊が一つありました。 

・3月 22日：ホオアカ1羽が昨年と同じ場所で記録されました。 



 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンアカガエル卵塊：2月 16日      ホオアカ：3月 22日 

 

 

4-5．こざと公園 

調査地の環境変化 

特に変化はありません。公園緑地課による、定期的な管理が行われています。 

調査結果 

28 種 553 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。 

【特記】 

・5 月 16 日：カワセミの雄と雌が鳴き合っていました。少し離れたところに別の雄 1 羽も

確認しました。 

・7 月 14 日：カルガモの小群が見られました。1 羽はマガモとの雑種（マルガモ）のよう

でした。 

・12 月 5 日：池の植栽管理のため水は抜かれていました。わずかに残った水たまりにカル

ガモ 2羽、ハシビロガモ10羽、コサギ 1羽、オオバン 1羽が集まっていました。 

・12月 5日：チュウサギが1羽じっとしていました。元気がなさそうでした。 

・1月 18日：12月に引き続き池の水はほとんどありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カルガモの小群 ：7月 14日        チュウサギ：12 月 5 日 
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北公園のアシ原の管理（根茎処理）：1月 24 日 

 

 

4-6．大柏川第一調節池緑地 

調査地の環境変化 

 特に変化はありません。 

調査結果 

 41 種 1,233 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも、例年とほぼ同様でした。

本調査では初めてトラフズクが確認されました。 

【特記】 

・5月 19日：アオサギ営巣場所では、大きくなったヒナが確認されました。 

・7月 14日：植物に覆われた池の中から、カイツブリのヒナの声が聞こえてきました。 

・7月 14日：コムクドリの雄 1羽がミズキの実を食べていました。 

・12月 22 日：外周路の樹木にトラフズクが止まっていました。ヒヨドリがトラフズクの周

りで激しく鳴いていました。トラフズクはすぐに飛び立ってしまいました。 

・2月 16日：アオサギ38羽が確認されました。営巣中の個体も多く確認されました。 

・3 月 22 日：アオサギが営巣している葦原下を、餌を探しながら移動するヒクイナを確認

しました。 
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アオサギの集団営巣地：2月 16日 

  

   トラフズク：12月 22 日          ヒクイナ：3月 22 日 

 

 

 

4-7．柏井調整池 

調査地の環境変化 

 環境的な変化はないのですが、水位の変化があるようです。立入りが出来ないため詳細は

わかりません。 

調査結果 

 7 種 43 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年から比べて、激減していま

す。主にカモ類の減少によるもので、調整池の水深に関係があるかもしれません。 
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【特記】 

・10月 13 日：護岸でヒドリガモ 3羽、ハシビロガモ3羽、ホシハジロ1羽が休憩中。 

・11月 21 日：護岸でヒドリガモ 7羽が休んでいました。 

・2月 16日：カイツブリ2羽が水面に浮かんでいました。 

 

 

4-8．柏井青少年の森 

調査地の環境変化 

2019 年から発生したナラ枯れにより、多くのコナラが枯れました。積極的な伐採撤去は

行われていないようです。隣接する船橋市区域の林では枯れたコナラは放置され、倒木して

いるものも見かけます。 

調査結果 

24 種 1,081 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。2023

年から 2024 年の冬期は、アカゲラの生息が多く確認されました。1 月 18 日には 4 羽のア

カゲラが確認されました。アカゲラが多く確認されたのは当地だけではなく、周辺地域でも

同様の傾向でした。今後の動向に注視したいと思います。 

【特記】 

・5月 16日：シジュウカラ、エナガの家族群に良く出会いました。 

・6月 16日：5月に引き続きキビタキの囀りが聞こえました。 

・9月 15日：ヤマガラがエゴの実を食べていました。 

・11月 21 日：ヒヨドリの鳴き声がうるさいぐらいで、個体数も多い。 

・11月 21 日：ツグミ、アカハラ、シロハラ多く、樹木上部を移動。 

・12月 8日：シロハラとツグミがムクノキの実を食べに集っていました。 

・12月 8日：アカゲラの雄と雌が確認されました。 

・1月 18日：アカゲラ4羽が確認されました。2羽は追いかけっこしていました。 

・２月9日：カワラヒワ（亜種オオカワラヒワ）が群れで木に止まっていました。 

 

アカゲラ（雄）：4月 28日         カケス：12 月 22日 
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4-9．小塚山公園 

調査地の環境変化  

2019 年から発生したナラ枯れにより、園内のコナラが枯れ、伐採・撤去が行われました。 

 

調査結果 

17 種 469 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。 

【特記】 

・4月 7日：オオタカの声が聞こえました。 

・6月 3日：オオタカの声が聞こえました。 

・10月 24 日：ヒヨドリ多く、良く鳴いていました。 

・1月 12日：カワウ 1羽が上空を通過しました。 

・2月 2日：オオタカがよく鳴いていました。 

 

 

4-10．堀之内貝塚公園 

調査地の環境変化 

特に変化はりません。本調査地にはコナラは少ないため、ナラ枯れの影響はほとんどあり

ませんでした。現在はボランティアにより、ドングリから育てたコナラなどの幼木が育って

いるエリアがあります。 

調査結果 

21 種 699 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。 

【特記】 

・7月 4日：カラ類の混群が見られました。 

・9月 19日：メジロが多く、26 羽が確認されました。 

・10月 24 日：ヒヨドリ多く、良く鳴いていました。 

・11月 14 日：メジロ10羽がミズキの実を食べていました。 

・12月 8日：ヒヨドリが多く確認され、良く鳴いていました。 

・1月 12日：ツグミ 15 羽がエノキの下で餌を探していました。 

・2月 2日：シメが22羽確認されました。数羽から 10 羽位の群れで、樹木の上部を飛び回

っていました。 

・2月 2日：トビが上空を旋回していました。 
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アカゲラ（雄）：12月 8日         アカゲラ（雌）：12月 8日 

 

 

4-11．じゅん菜池緑地 

調査地の環境変化 

冬季に園内の樹木剪定が大規模に行われました。 

調査結果 

37 種 2,210 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。9月

から捨てられたアヒル（コールダック）が確認されています。 

【特記】 

・4月 14日：カワセミ2羽が鳴き合っていました。 

・6月 20日：ツバメ 2羽が池の上空で餌を採っていました。 

・9 月 22 日：池でアヒル（コールダック※）が 3 羽確認されました。捨てられたものと思

われます。 

※コールダックはアヒルが品種改良されたもので、アヒルより小さく、甲高い鳴き声がカ

モ猟の囮として利用されていました。 

・10 月 10 日：メジロの群れがあちこちで確認されました。15 羽の群れが樹木から飛び出

して飛んでいきました。調査で、合計54羽のメジロが確認されました。 

・11月 24 日：アヒル（コールダック）が5羽になっていました。 

・1月 23日：園内の樹木の剪定が大規模に行われていました。 

・2月 20日：カイツブリがブルーギルの幼魚を食べていました。 

・2月 20日：メジロがウメの花の蜜を吸っていました。 

・2月 20日：エナガが巣作りをしていました。 

・3月 15日：ハシボソガラスが巣作りをしていました。 

・調査時ではありませんが、11 月 24日にトモエガモ1羽とヨシガモ 1羽、12 月 15日にホ

オジロガモ2羽が確認されました。 
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エナガ（家族群）：4月 28 日      アヒル（コールダック）：11月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾓｴｶﾞﾓ（左）ﾖｼｶﾞﾓ（右）：11 月 24日      ホオジロガモ：12月 11 日 

 

 

4-12．国分川調節池緑地 

調査地の環境変化 

当調査地はアシなどの草刈り作業の時期により、水面や湿地の環境が変化します。近年は

アシやヒメガマなどの繁茂範囲が著しく、水面が見えないことが多くなっています。 

調査結果 

35 種 1,065 羽の鳥類が確認されました。種類数は例年とほぼ同様でしたが、個体数が少

なめです。 

調査外の記録ですが、ヒクイナの幼鳥２羽が確認されました。当地で繁殖した可能性が高

いと考えらえます。 

【特記】 

・4月 7日：上空を飛ぶツバメの中に2羽のイワツバメが混じっていました。 

・5月 12日：春木川でアオサギが小さなボラを捕らえていました。 

・6月 13日：最南部のエリアにはオオヨシキリが多く、よく囀っていました。 

・10月 10 日：ハクセキレイがヒバリを追いかけていました。 
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ヒクイナ（幼鳥）：7月 1日 

 

 

4-13．真間山・弘法寺周辺 

調査地の環境変化 

 特に変化はありません。 

調査結果 

18 種 733 羽の鳥類が確認されました。種類数が近年減少傾向の調査地です。今後の動向

に注視したいと考えています。 

【特記】 

・4月 14日：ムクドリが巣材をくわえて飛んでいきました。 

・6月 20日：ムクドリの群れがタブノキで実を食べていました。 

・10月 10 日：ヒヨドリとメジロがとても多く確認されました。 

・11月 24 日：シロハラがヒヨドリに追いかけられていました。 

・12月 15 日：ヒヨドリがセンダンの実を食べていました。 

・12月 15 日：ツグミがエノキの実を食べていました。 

・12月 15 日：カワラバトがムクノキの実を食べていました 

 

 

４-14．里見公園 

調査地の環境変化 

特に変化はありません。 

調査結果 

25 種 891 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。 

リュウキュウサンショウクイが初めて記録されました。鳥類目録第 7 版ではリュウキュウ

サンショウクイはサンショウクイの亜種とされていますが、2024 年 9 月に発行予定の目録

第 8版ではリュウキュウサンショウクイが独立種となるようです。 
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【特記】 

・1 月 5 日：サンショウクイ（亜種：リュウキュウサンショウクイ）2 羽を確認しました。

樹木の中からツマグロオオヨコバイやキリギリスの仲間を捕らえて食べていました。 

・1 月 5 日：カワラヒワ 20 羽が樹木の上部に止まっていました。亜種オオカワラヒワのよ

うでした。 

・1月 5日：メジロ6羽がカワヅザクラの花の蜜を吸っていました。 

   

リュウキュウサンショウクイ：12 月 28日   ハシブトガラス(家族群)：6月 20日 

 

 

４-15．江戸川河川敷 

調査地の環境変化 

特に大きな変化はありません。 

調査結果 

47 種 978 羽の鳥類が確認されました。種類数・個体数とも例年とほぼ同様でした。 

当地では初めてトラフズクの3羽の集団越冬が確認されました。 

【特記】 

・6 月 6 日：モズの親子連れに出会いました。親のモズは警戒の鳴き声を出していました。 

・6月 6日：モズがハクセキレイの鳴きまねをしていました。 

・9月 15日：渡りと思われるヒヨドリの小群が、何度か上空を通過して行きました。 

・10月 3日：オオタカがハシブトガラス 3羽に追いかけられていました。 

・12月 1日：ヒヨドリがトウネズミモチの実を食べていました。 

・1月 5日：ヒヨドリがキズタとトウネズミモチの実を食べていました。 

・1月 5日：オオタカがハシボソガラス 1羽に追いかけられていました。 

・2月 9日：ビオトープ内のヤナギ類にトラフズクがとまっていました。全部で3羽を確認

しました。 

・3月 8日：ビオトープ内のトラフズクは1羽になっていました。 
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トラフズク（3羽の越冬群のうちの 2羽）：2月 8日 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイタカ：1月 12日           ノスリ：2月 7日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キジ（雄）：2月 13日         トモエガモ（雄）：12 月 28日 
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４-16．JR市川駅周辺 

調査地の環境変化 

 特に大きな変化はありません。 

調査結果 

7 種 178 羽の鳥類が確認されました。種類数は例年とほぼ同様でしたが、個体数が増加しま

した。ヒヨドリとスズメの個体数が増加したためでした。 

【特記】 

・11月 28 日：ヒヨドリ 20 羽の群れが上空を通過して行きました。 

・11月 28 日：ムクドリ 5羽とヒヨドリ 2羽が民地のカキノキの実を食べていました。 

・1月 23日：ヒヨドリがツバキの花の蜜を吸っていました。 

・2月 20日：ヒヨドリがウメの花の蜜を吸っていました。 

 

 

５．レッドデータ掲載種 

 本調査で 2025 年度から 2022 年度に確認された鳥類のうち千葉県レッドデータ及び国

（環境省）レッドデータに掲載されている種類は49種類でした。 

2023 年度に新たに記録されたトモエガモは千葉県レッドデータ（2019 年）カテゴリーで

はB ：重要保護生物、国のレッドデータ（2020 年）は絶滅危惧Ⅱ類(VU)、トラフズクは千

葉県レッドデータでC：要保護生物となっています。 

 これにより、千葉県レッドデータ及び国（環境省）レッドデータに掲載されている種類は

51 種類となりました。 

 

千葉県レッドデータ（2019 年）カテゴリー 

 X ：息息明   ：最重要保護生物 B ：重要保護生物 C ：要保護生物 D: ：一保保護生物 

国（環境省）レッドデータ（2020 年）カテゴリー 

 EX：絶滅 EW：野生絶滅 CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 CR：絶滅危惧ⅠA類  

EN：絶滅危惧ⅠＢ類 ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類 ＮＴ：準絶滅危惧 ＤＤ：情報明足  

ＬP：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの 

 

 

６．摘要 

・調査地全体でみると 2023 年度に確認された鳥類の種類数は80種類、総個体数は 11,724

羽となり、例年と大きな差はありませんでした。トモエガモとトラフズクが新たに記録され、

2015 年 7 月以降の調査により、調査地全体で 118 種類が記録されました。 

・個別の調査地毎に見ていくと、大町自然観察園 ・こざと公園・大柏川第一調節池緑地・柏

井青少年の森・小塚山公園・堀之内貝塚公園・じゅん菜池緑地・国分川調節池緑地 ・里見公



 

16 

 

園・江戸川河川敷の 10 調査地では種類数・個体数とも例年と大きな変化はありませんでし

た。 

・大野町 4丁目水田では種類数・個体数とも減少しました。調査区域内の休耕田が開発によ

り失われたことが関係しているかもしれません。 

・大野町 4 丁目ふれあい水田では個体数が減少しました。スズメの個体数の減少によるも

のでした。 

・柏井調整池では種類数・個体数とも例年から比べて、激減しました。主にカモ類の減少に

よるもので、調整池の水深に関係があるかもしれません。 

・真間山・弘法寺周辺は種類数が近年減少傾向の調査地です。今後の動向に注視したいと考

えています。 

・JR 市川駅周辺種類数は例年とほぼ同様でしたが、個体数が増加しました。ヒヨドリとス

ズメの個体数が増加したためでした。ヒヨドリは渡りの個体群に出会ったためです。 

・トモエガモとトラフズクが確認されたことにより、千葉県レッドデータ及び国（環境省）

レッドデータに掲載されている種類は51種類となりました。 

 

 

 

調査・報告書作成：鈴木弘行（自然環境政策専門員） 

 



表．市川市生物多様性調査（調査地：大町公園）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 4 9 8 11 4 5 20 7 5 9 13 17 計
カルガモ 1 2 3
キジバト 2 2 2 1 1 1 4 1 14
アオサギ 1 1
ダイサギ 2 2
カワセミ 1 1 2
コゲラ 6 5 4 1 1 1 6 3 4 2 1 34
アカゲラ 2 2 4
サンショウクイ 1 1
カケス 1 3 2 6
オナガ 2 2
ハシブトガラス 4 16 5 4 1 9 19 5 5 4 8 11 91
キクイタダキ 2 2
ヤマガラ 1 3 2 2 4 3 6 4 5 3 1 34
シジュウカラ 15 33 23 10 5 16 27 11 22 18 17 10 207
ツバメ 3 3
ヒヨドリ 42 16 8 12 7 9 107 31 82 38 6 8 366
ウグイス 4 3 4 3 2 1 2 7 7 5 8 46
エナガ 15 10 2 5 8 12 12 6 4 74
メジロ 10 15 38 25 19 10 47 7 35 24 20 9 259
シロハラ 4 7 7 2 1 21
アカハラ 2 2
ツグミ 3 8 11
ルリビタキ 2 4 1 1 8
ジョウビタキ 1 1
キビタキ 2 1 3
スズメ 4 4
キセキレイ 1 1 2
ハクセキレイ 1 1
カワラヒワ 1 1 1 3
ウソ 1 1
シメ 6 2 1 2 11
アオジ 6 8 15 12 8 10 59
種数 14 13 11 9 9 8 12 9 17 15 16 13 32
個体数 106 115 99 63 41 54 226 79 210 130 88 67 1278

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：大野4丁目田んぼ）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 11 19 16 28 18 15 19 14 22 18 16 22 計
カルガモ 2 2
アオサギ 1 1
ダイサギ 1 1
コサギ 1 1
ハイタカ 1 1
モズ 1 1 1 3
ハシボソガラス 2 2
ハシブトガラス 1 1
シジュウカラ 1 1
ツバメ 2 3 2 7 14
ヒヨドリ 1 1 2
ムクドリ 3 1 2 6
ツグミ 1 1 2
スズメ 1 25 15 41
ハクセキレイ 5 1 1 1 4 1 1 14
ホオジロ 1 4 5
カワラバト 32 32
種数 4 3 5 2 2 3 3 2 1 3 4 2 16
個体数 9 8 5 3 32 17 3 8 2 3 5 2 97

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：大野4丁目むれあい水田）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年度

日 11 19 27 28 18 15 27 21 5 16 22 計
カルガモ 1 2 3
アオサギ 1 1
ダイサギ 1 1
コチドリ 2 2 4
タシギ 1 1
モズ 2 1 1 4
ハシボソガラス 2 3 4 1 1 4 3 1 21
ハシブトガラス 1 1
シジュウカラ 1 1
ツバメ 3 2 7 2 14
ヒヨドリ 1 6 2 4 25
メジロ 1 1
ムクドリ 3 5 1 3 18 2 32
ツグミ 6 2 2 2 12
ジョウビタキ 1 1
スズメ 2 2 4 19 10 8 1 7 22 75
ハクセキレイ 2 3 1 1 2 1 3 13
カワラヒワ 1 2 3
ホオジロ 1 1
ホオアカ 1 1
アオジ 1 1
種数 7 7 7 4 4 3 5 8 5 5 6 21
個体数 18 17 14 11 26 12 19 9 14 31 31 216

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：こざと公園）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 14 16 8 14 22 12 24 7 5 18 16 19 計
ヒドリガモ 2 25 27
カルガモ 2 1 7 4 3 8 2 8 4 39
ハシビロガモ 2 7 30 17 12 12 11 91
コガモ 2 8 4 7 2 23
キジバト 2 1 1 4
ゴイサギ 1 1
アオサギ 1 1 1 1 1 5
ダイサギ 1 1 4 1 2 2 2 1 1 1 16
チュウサギ 1 1
コサギ 1 3 1 1 6
バン 3 1 4
オオバン 2 5 5 5 17
ユリカモメ 31 7 38
カワセミ 1 3 1 1 1 2 9
モズ 2 2
オナガ 1 1
ハシボソガラス 1 3 1 5
ハシブトガラス 1 2 1 4
シジュウカラ 1 1 5 2 1 10
ツバメ 2 4 5 11
ヒヨドリ 2 1 7 2 1 2 9 24
メジロ 9 2 1 1 13
ムクドリ 3 4 2 3 1 3 6 3 6 7 38
ツグミ 1 1
スズメ 26 11 12 7 9 11 10 5 8 29 10 138
ハクセキレイ 1 2 1 1 2 2 2 11
セグロセキレイ 1 1 2
カワラヒワ 1 8 1 1 1 12
種数 14 7 9 5 4 8 12 9 14 12 14 16 28
個体数 48 34 25 19 17 20 51 74 49 43 108 65 553

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：大柏川第一調整池緑地）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 27 19 23 14 22 12 27 21 22 26 16 22 計
オカヨシガモ 7 8 3 18
マガモ 1 2 6 2 11
カルガモ 2 8 7 1 9 10 8 5 3 3 1 57
ハシビロガモ 12 6 3 14 3 38
コガモ 11 3 11 31 35 12 37 20 160
カイツブリ 1 3 5 7 1 1 2 1 1 22
キジバト 1 1 4 4 10
カワウ 5 1 1 3 4 1 3 1 2 21
アオサギ 12 17 9 5 4 2 7 6 3 30 38 25 158
ダイサギ 1 2 2 1 1 1 14 22
コサギ 3 3 2 1 2 1 1 13
ヒクイナ 1 1
バン 2 2 1 1 3 2 11
オオバン 2 1 1 1 7 11 3 7 5 8 46
コチドリ 2 1 3
トラフズク 1 1
カワセミ 1 2 2 2 1 1 1 1 1 12
モズ 4 1 3 4 2 3 1 18
オナガ 1 1
ハシボソガラス 1 2 1 1 5
ハシブトガラス 2 3 3 3 11
キクイタダキ 1 1
シジュウカラ 1 3 1 3 1 9
ヒバリ 1 1 2 4
ツバメ 38 45 65 45 3 7 203
ヒヨドリ 1 1 34 7 7 15 1 1 67
ウグイス 1 1 2
メジロ 3 6 17 3 29
オオヨシキリ 3 7 9 3 22
セッカ 2 2 1 2 2 2 1 12
ムクドリ 12 8 2 6 11 8 47
コムクドリ 1 1
ツグミ 2 2 1 2 7
スズメ 3 11 6 10 7 5 15 2 3 13 7 82
ハクセキレイ 1 1 6 6 2 4 5 2 2 29
セグロセキレイ 1 1 2
タヒバリ 4 4
カワラヒワ 1 1 1 19 10 2 1 7 1 43
ホオジロ 1 1 2 4 2 2 1 1 14
アオジ 1 1 2 1 5
オオジュリン 2 3 6 11
カワラバト 13 3 1 3 20
種数 14 15 16 19 22 18 16 21 21 19 17 24 41
個体数 78 112 123 117 72 47 97 114 95 121 149 108 1233

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：柏井調整池）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 調査無 調査無 調査無 調査無 調査無 調査無 13 21 5 9 16 17 計
ヒドリガモ 3 7 8 18
カルガモ 4 2 6
ハシビロガモ 3 1 4
ホシハジロ 1 1
カイツブリ 1 1 2 2 3 2 11
アオサギ 1 1
ハシボソガラス 2 2
カワラバト 1 1
種数 0 0 0 0 0 0 4 2 1 3 4 2 7
個体数 0 0 0 0 0 0 8 8 2 11 10 4 43

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：柏井青年の森）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 11 16 16 25 18 15 20 21 22 18 9 19 計
キジバト 2 3 1 6
コゲラ 3 3 1 2 2 3 5 4 4 6 33
アカゲラ 1 1 4 3 2 11
モズ 1 1
カケス 3 3
ハシボソガラス 1 1
ハシブトガラス 6 2 15 1 12 2 2 10 7 3 9 69
ヤマガラ 9 8 9 4 4 3 5 3 4 49
シジュウカラ 4 18 24 31 16 8 17 9 12 13 13 165
ヒバリ 1 1
ツバメ 9 1 10
ヒヨドリ 44 7 6 4 6 59 67 41 18 12 24 288
ウグイス 2 2 2 2 1 3 1 2 1 4 20
エナガ 4 12 2 2 15 18 15 3 71
メジロ 13 15 20 19 32 13 13 25 28 30 20 14 242
シロハラ 3 4 2 4 2 15
アカハラ 7 1 8
ツグミ 7 1 3 2 13
キビタキ 1 1 2
ハクセキレイ 1 1
カワラヒワ 1 1 1 1 2 33 9 48
シメ 4 2 3 1 2 12
ホオジロ 1 1 2
アオジ 3 3 2 2 10
カワラバト 1 1
種数 10 10 10 6 8 6 7 14 15 13 16 13 24
個体数 79 74 59 50 82 54 88 147 126 112 117 93 1081

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：小塚山公園）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 7 12 13 4 8 19 24 14 8 12 2 17 計
キジバト 1 2 3
オオタカ 1 1 1 1 4
コゲラ 3 1 1 1 1 2 6 2 17
アカゲラ 1 1
ハシブトガラス 1 3 5 10 1 2 22
ヤマガラ 1 3 2 3 2 1 1 13
シジュウカラ 1 11 14 2 1 5 11 13 17 7 2 2 86
ツバメ 2 2
ヒヨドリ 11 2 1 5 2 41 23 10 10 13 1 119
ウグイス 1 2 3 2 1 9
エナガ 10 10 2 22
メジロ 5 2 7 9 11 13 21 9 25 23 14 1 140
シロハラ 3 2 4 9
ツグミ 1 2 1 4
カワラヒワ 4 1 3 1 9
シメ 1 3 4
アオジ 2 3 5
種数 8 5 11 5 3 4 4 7 8 11 12 8 17
個体数 24 21 49 18 14 21 76 60 62 67 46 11 469

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：堀の内貝塚公園）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 7 12 13 4 8 19日 24 14 8 12 2 17 計
キジバト 3 13 1 17
トビ 1 1
コゲラ 2 6 2 1 1 2 4 1 2 21
アカゲラ 1 2 3
モズ 1 1
ハシボソガラス 3 3
ハシブトガラス 4 2 2 6 5 1 1 2 23
ヤマガラ 4 2 2 2 10
シジュウカラ 6 19 18 5 9 9 14 15 9 9 2 6 121
ツバメ 4 4
ヒヨドリ 12 6 7 7 40 29 43 22 4 5 175
ウグイス 1 2 1 4 8
エナガ 3 8 2 8 2 23
メジロ 1 7 23 20 10 26 23 22 20 19 9 5 185
シロハラ 5 3 10 1 19
ツグミ 13 22 3 1 39
スズメ 1 6 7
ハクセキレイ 1 1
カワラヒワ 2 1 1 2 4 10
シメ 4 4 16 2 26
アオジ 1 1 2
カワラバト 3 29 12 44
種数 7 5 8 10 4 4 5 7 10 11 12 12 21
個体数 31 42 58 58 26 42 80 78 98 90 63 33 699

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：じゅん菜池緑地）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 14 21 20 28 21 22 10 24 15 23 20 15 計
オカヨシガモ 7 4 13 11 35
ヨシガモ 1 1
ヒドリガモ 28 10 73 119 100 92 38 460
アメリカヒドリ 1 1 2
マガモ 13 19 19 10 5 66
カルガモ 6 2 5 25 12 28 23 10 25 22 158
ハシビロガモ 3 14 18 39 57 58 189
オナガガモ 5 10 2 7 24
トモエガモ 1 1
コガモ 17 15 19 92 78 73 294
ホシハジロ 15 12 27
キンクロハジロ 52 45 31 5 1 134
カイツブリ 1 2 2 3 2 3 13
キジバト 2 1 3 3 2 1 4 3 19
アオサギ 1 1 2
コサギ 1 1 1 3
カワセミ 2 2 1 1 2 1 1 2 2 14
コゲラ 4 1 1 1 1 5 1 14
アカゲラ 1 2 2 5
モズ 1 1 1 3
ハシボソガラス 1 1 1 1 2 6
ハシブトガラス 13 15 6 15 3 5 5 2 2 7 3 76
ヤマガラ 1 1 2 2 2 1 9
シジュウカラ 9 24 8 1 3 15 21 6 18 14 14 6 139
ツバメ 3 8 11
ヒヨドリ 13 3 5 3 2 44 30 47 28 9 15 199
ウグイス 3 4 2 3 5 17
エナガ 6 5 5 8 9 1 34
メジロ 4 15 16 11 6 3 54 13 27 29 12 2 192
ムクドリ 20 2 22
シロハラ 1 3 1 1 6
ツグミ 1 1 2 4
ジョウビタキ 1 1 2
スズメ 3 13 4 3 23
ハクセキレイ 1 1
カワラヒワ 1 1 1 3
アオジ 1 1 2
アヒル 3 3 5 5 5 5 26
種数 13 12 11 6 8 7 8 21 25 26 25 23 37
個体数 104 75 84 35 24 52 154 277 393 393 360 259 2210

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：国分川調節池緑地）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 7 12 13 4 8 19 8 14 8 12 2 8 計
カルガモ 2 2 4 4 4 1 8 2 27
コガモ 3 1 4
カイツブリ 1 1
キジバト 1 5 2 8
カワウ 2 2 4 1 2 1 1 1 14
アオサギ 1 9 1 1 2 1 5 2 22
ダイサギ 1 1 1 1 4
コサギ 1 4 2 2 9
バン 1 1 1 3
コチドリ 2 2
タシギ 1 1 2
ユリカモメ 1 1
カワセミ 2 2 2 2 8
モズ 1 2 1 2 1 1 1 9
ハシボソガラス 2 2 4 2 3 1 2 1 2 19
ハシブトガラス 1 1 1 2 1 6
シジュウカラ 2 2
ヒバリ 1 1 1 3
ツバメ 5 17 18 13 5 58
イワツバメ 2 2
ヒヨドリ 14 1 3 1 19
オオヨシキリ 1 8 6 15
セッカ 4 3 2 3 3 15
ムクドリ 11 27 33 28 1 6 93 71 270
ツグミ 12 1 3 8 30 54
ノビタキ 1 1
イソヒヨドリ 1 1
スズメ 23 17 9 14 7 50 53 103 21 6 2 34 339
ハクセキレイ 7 4 1 4 2 2 1 8 7 6 10 52
セグロセキレイ 2 2 2 6
タヒバリ 4 3 4 9 1 2 23
カワラヒワ 5 5 2 3 1 2 17 35
ホオジロ 1 2 1 4
アオジ 4 2 3 9
オオジュリン 4 5 7 2 18
カワラバト 1 1 1 3 3 7 6 22
種数 14 11 11 10 7 9 13 12 15 19 19 16 35
個体数 81 77 85 82 23 63 87 126 57 54 165 165 1065

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：真間山・弘法寺周辺）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 14 21 20 28 21 22 10 24 15 23 20 15 計
キジバト 3 1 1 2 3 3 13

コゲラ 2 1 1 1 5
アカゲラ 1 1

ハシブトガラス 3 6 24 11 2 4 3 2 3 3 3 64
ヤマガラ 1 2 3

シジュウカラ 6 13 11 3 3 7 14 8 3 5 9 7 89
ツバメ 2 2 1 5
ヒヨドリ 19 1 2 2 2 39 63 70 24 6 8 236
ウグイス 1 2 1 1 1 6
エナガ 2 7 12 11 8 10 50
メジロ 3 4 5 2 1 10 45 16 10 5 7 7 115
ムクドリ 8 7 67 4 2 88
シロハラ 4 3 1 1 9
ツグミ 1 16 2 19
スズメ 4 17 1 22

キセキレイ 1 1
カワラヒワ 1 3 4
アオジ 3 3
カワラバト 2 31 15 7 2 57
種数 10 7 7 5 4 6 7 8 12 8 9 9 18
個体数 50 32 94 32 19 29 109 107 137 49 42 33 733

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：里見公園）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 3 2 6 7 8 1 3 10 1 5 13 8 計
キジバト 1 2 1 1 4 1 1 3 4 18
カワセミ 1 1
コゲラ 1 2 1 2 1 3 3 13
サンショウクイ 2 2
オナガ 5 5
ハシボソガラス 1 2 1 4
ハシブトガラス 10 45 9 13 8 12 5 6 8 4 3 10 133
ヤマガラ 1 1 2 2 1 2 9
シジュウカラ 5 5 17 9 2 15 23 8 7 19 12 18 140
ツバメ 2 3 5 10
ヒヨドリ 33 2 5 36 53 45 54 10 1 239
ウグイス 4 4 7 2 17
エナガ 4 8 3 3 18
センダイムシクイ 2 2
メジロ 3 2 5 7 6 30 12 30 36 12 13 156
ムクドリ 18 16 13 47
シロハラ 3 3 2 3 11
ツグミ 6 5 1 2 14
ルリビタキ 1 1
スズメ 7 2 2 11
ハクセキレイ 1 1
セグロセキレイ 1 1
カワラヒワ 2 2 20 24
シメ 5 1 6
アオジ 4 2 2 8
カワラバト 1 3 4
種数 12 7 9 6 2 10 8 10 12 13 7 13 25
個体数 69 65 58 52 10 54 103 98 107 137 43 95 891

リュウキュウサンショウクイ

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：江戸川河川敷）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 3 2 6 7 1 1 3 10 1 5 9 8 計
キジ 1 1 1 1 4
カルガモ 2 10 2 2 1 17
カンムリカイツブリ 1 2 2 2 7
キジバト 1 2 1 1 1 4 5 1 1 3 20
カワウ 1 2 4 3 2 1 5 2 20
アマサギ 1 1
アオサギ 1 1 1 1 1 5
ダイサギ 1 1
コサギ 2 2
オオバン 2 1 5 3 11
コチドリ 1 1
ユリカモメ 2 3 5
セグロカモメ 1 1
トビ 1 1
オオタカ 1 1 1 1 4
トラフズク 3 1 4
カワセミ 1 2 1 1 1 1 2 9
コゲラ 2 1 3
アカゲラ 1 1
チョウゲンボウ 1 1
モズ 7 4 2 3 5 3 2 3 29
ハシボソガラス 4 6 7 4 1 22
ハシブトガラス 9 12 10 3 1 4 6 16 2 2 6 2 73
シジュウカラ 1 5 7 5 1 3 4 2 28
ヒバリ 1 1
ツバメ 10 12 3 8 11 44
ヒヨドリ 9 2 2 7 3 8 34 55 38 59 7 2 226
ウグイス 1 1 1 1 1 1 4 2 1 13
エナガ 10 7 17
メジロ 2 2 8 1 9 3 25
オオヨシキリ 1 8 7 3 19
セッカ 2 2 2 2 1 9
ムクドリ 4 42 19 42 14 121
シロハラ 1 1
アカハラ 1 1
ツグミ 16 20 1 21 14 9 81
ジョウビタキ 1 1 2 4
スズメ 6 2 2 2 3 15
キセキレイ 1 1
ハクセキレイ 1 2 2 3 1 4 2 2 2 19
セグロセキレイ 1 2 3
タヒバリ 2 1 2 5
カワラヒワ 4 4 2 3 3 11 1 28
ベニマシコ 2 1 3
シメ 1 2 1 4
ホオジロ 3 2 2 4 2 1 3 2 3 6 28
アオジ 4 4 3 4 7 18 40
カワラバト 1 1 8 11 21
種数 19 14 17 16 11 10 16 25 15 20 22 21 47
個体数 75 52 100 63 33 27 95 138 69 135 113 78 978

2023 2024



表．市川市生物多様性調査（調査地：市川駅周辺）2023年度
年 2023年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 年度

日 調査無 調査無 調査無 調査無 調査無 調査無 13 28 15 23 20 15 計
ハシボソガラス 1 1
ハシブトガラス 1 2 3 1 7
シジュウカラ 1 2 2 5
ヒヨドリ 6 31 8 11 3 2 61
メジロ 1 3 6 10
ムクドリ 5 7 3 15
スズメ 21 12 29 14 3 79
カワラバト 2 1 1 2 6
種数 0 0 0 0 0 0 5 5 6 3 3 3 7
個体数 0 0 0 0 0 0 30 51 52 19 20 6 178

2023 2024


